
様式第二号の十二 (第人条の十七の二関係 )

(第 1面)

特別管理産業廃棄物処理計画書

2024年・ 6月   11日

大分県知事 佐藤 樹一郎 殿
提出者

所
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住

氏

大分県国東市国東町大字小原3319-2

ノニーセミコンタ
゛
クタマニュファクチャリンク

ヾ
(聘来)

大分テクノロシ―゙センター国東サテライト

国東サテライト長 碓井 勝彦
電話番号 0978-72-25H

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

-616ド 12

事 業 場 の 名 称
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング (株 )

大分テクノロジーセンター 国束サテライト

事 業 場 の 所 在 地 大分県国東市国東町大宇小原3319-2

計 画 期 間 2023年4月 1日
'～2024年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 半導体素子製造業

② 事 業 の 規 模 生産数 :2万枚

③ 従 業 員 数 678名 (4月 現在)

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程
別紙-1ご参照



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 ;虫アルカリ 感染性廃棄物

排   出  量 153.2t Ot

① 現状
(これまでに実施した取組 )

・2022年度は廃棄量が規定量を超えていなかつた為、取組はな

し。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 感染性廃棄物

排   出  量 230,Ot Ot

②計画 (今後実施する予定の取組)
・特別管理産業廃棄物として排出している物について、有価物化を調

査検討していく。
・廃液の社内処理を検討中。
。今後は、環境マネジメントシステムに基づく改善活動におい

て、薬品等の投入量削減などの抑制施策を検討していく。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

① 現状

・特別管理産業廃棄物については、2種類 (強アルカリ、感染性廃

棄物)に分別レており、それぞれ特別管理産業廃棄物処理契約締結

業者へ適正に排出を行っている。

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取

】仕El)
・特別管理産業廃棄物として排出している物について、有価物化を調

査検討していく。

②計画



(第 3面)

〔前年度 (令和 5 年度)実績】
感染!性廃棄物強アルカリ特別管理産業廃棄物の種類

OtOt自ら再生利用を行つた

特別管理産業廃棄物の量

・再生利用設備無しの為、取組み無し

(これまでに実施 した取組 )

① '現状

【目標】

感染性廃棄物特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ

Ot自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
Ot

②計画
(今後実施する予定の取組)

。再生利用設備無しの為、取組み無し

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】

感染性廃棄物特別管理産業廃乗物の種類 強アルカリ

OtOt自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量

tt
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

(これまでに実施 した取組 )

・廃液の社内処理を検討中。

① 現状

【目標】

感染性廃棄物強アルカヅ特別管理産業廃棄物の種類

OtOt自ら熱回収を行 う

特別管理産業廃棄物の量

tt
自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

・廃液の社内処理を引き続き検討していく。

②計画

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

0



(第 4面 )

〔前年度 (令和 5 年度)実績】

感染性廃棄物強アルカリ特別管理産業廃棄物の種類

OtOt
自 ら埋 立 処 分

を 行  つ た
特別管理産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

。自ら行 う埋立処分、海洋処分の取組み無し

① 現状

【目標】

感染性廃棄物号虫アルカリ特別管理産業廃乗物の種類

OtOt
自 ら埋 立 処 分

を  行   う
特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

。自ら行う埋立処分、海洋処分の取組み無し

②計画

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】

感染性廃棄物〕虫アルカリ特別管理産業廃乗物の種類

Ot153.2t

Ot153,2t優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

tt
再生利用業者への

処 理 委 託 量

tt認定熱回収業者八の

処 理 委 託 量

t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

(これまでに実施した取組)

・処理委託については、再生利用業者へ100%委託出来ている。

① 現状

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項



(第 5面 )

②計画

【目標】

特別管理産業廃乗物の種類 強アルカリ 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 230.Ot Ot

230.Ot Ot

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

。廃棄物から有価物への移行を継続して検討していく。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

r前年度 (令和 5 年度)実績】

特別管理産業廃棄物

υF   出   量
(ポ )μ

`ビ

フェエル廃棄物を除く,)

153.2t

(今後実施する予定の取組)

電子マニフェスト加入済みの為、特になし。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する

こと。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業
の場合における元請

完成工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ

事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④ホ関には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分
が終

了するまでの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入す

ること。

4 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」のオl東]には、特別管理産業廃棄物

の種類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行
つた特

別管理産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによつて減量した量に
ついて、前年度の

実績、日標及び取組を記入すること。

5 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」のオ際弓には、特別管理産業廃棄物

の種類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管
理

産業廃棄物に該当しなくなつた産業廃棄物を海洋投入処分するときは、そ
の量も含めて記入

すること。

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項Jの欄には、特別管理産業廃棄物の種類

ごとに、全処理萎託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物
の処理

及び清掃に関する法律施行令 (以下「令」という。)第 6条の14第 2号に該当する者)への処

理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に

関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者
への焼却処理委託量及

び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者
への焼却処理委託量について、

前年度実績、日標及び取組を記入すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発

生量 (ポ リ塩化ビフエニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げるものをいう。)

を除く。)を記入すること。その量が50ト ン以上の者にあつては、今後の電子情報処理組織の

使用に関する取組について記入すること。

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別

管理産業廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に
「別紙のとおり」と

記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれ
のオF凋に記

入すべき事項がないときは、「一」を記入すること。

9 ※欄は記入しないこと。



削
こ
番
沖‐
Ｐ

導
浄
書
輩
郷
滑
辞
滉
ゆ
辞

革
沖
浄
強
葺
懇
二
群
砕
戦
膵

】
静
や
峠
制
善
幹
必
難
鮮

捜
Ｅ
軽
尋
要
思
導

↓   よ   よ

1  ,  '

1   ■   4

む   ↓   ユ

謹

織議

喜

校
霜

導

會
盈
幹
尋

機

懸

毬

選

尋

ｏ

ｒ

，

博

・

い
滅

予
盈
慧
浮
章
】

懇
量
置
通
種

共と

暮

Ｈ

挙
こ

懲
量
雷
甚
導

麹

還

毬

題

番
懲

磐
ヨ
瀑

推
導
静

浄
移
路 準議

坪

丞
Ψ
〕
気
沖
ュ
野
學
輩
群

♯
羞

辱

級

孫

設

禅

浄
む

暴

辮
離
聾
軍
長
さ
垂

凛

と

…

盤
酪
晏 鍵

推
拳
溶

震
寝
翔

盤

導

愚

感

輩
汁
苺
＋
封
遥！
〒
み
斐
解

脅
畿
増
番

簿
選
こ
鬱
岳
翠

毯 講
螢
爆
清
鼠
ゞ 尊

尋

患

毯

ｇ

静
襲

薄

ヱ
手

挙

熱

苺

趣
ほ
極
騒
毯
置
私
學

菖
重
霊
題
ぎ
要
と
金
と
顧
琢
霊
避
笙
ョ

ψ
ｌ

い

，
，

い

拷
導
秘
挫
尋
徹康
響
毯
頓
選
驀
暇
汁

一善
さ
い
４
番

杵
移
湊
導
＞
警
避
ゆ
エ
ミ
再
中
占

控
騒
轟
Ｅ
Ｅ
重
超
善



男可紙-2
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サイト責任者

国東サテライト長

(EMS接 涯垂員会 }
姜員長 =サテライト長

垂員 、=瑳暑理装推進狙豊貴任者 等

奉葛日 =大 4安全理整翌

直
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組
織

フ
ァ

シ

リ

テ
ィ

ホ買曽理圭任者
エネルギー管理者

持日管理と柔農楽協曽理麦任者

て工定管理者 }


